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技術（機械）名：常温煙霧機(商品名：ハウススプレー）

概要 写真、図表等

効果

会社名  有光工業株式会社
担当部署 推進部
連絡先  06-6973-2019

①無人防除による作業負担軽減と作業の効率化
タイマーによる無人運転なので作業者は農薬を調合してセットするだけで
防除作業が可能。夜間に防除すれば翌朝には完了しており、朝からは別
の管理作業が可能で作業効率が上がります。また作業中に農薬がかかる
心配もなく安全に防除が出来ます。

②少量散布
10aあたり散布水量は約10Lと通常作業時の約1/30と少なく多湿になりにくく病
害虫を誘発しにくいです。

③均一散布
約2.5μの超微粒子を施設内全体に均一に散布出来ます。また農薬による
汚れがつきにくく作物の品質向上が期待できます。

常温煙霧機とは熱源を用いることなく、コンプレッサー等を使い薬液を細かい
煙状の霧にして施設内に散布する方法です。

防除作業は一般的には噴霧器で人が作物に薬剤を吹き付ける作業になるの
で作業時間と体力を使う負担の大きい作業になりますが、この機械を使うと施
設内全体に均一に薬剤散布が無人で出来ます。
将来的には環境制御・病害虫発生予測と連動した自動防除を行うことを目指
し開発を行っています。
対象作業：防除作業
対象場所：施設内
施設の状態によって使い分けられるように2種類のタイプがあります
①ファン一体型常温煙霧機(LVHシリーズ）
ノズル部はファンが一体で、コンプレッサーの移動が簡単に出来るので、複数の
施設で使いたい時に便利です。ダクト散布も出来ます。

②循環扇利用型常温煙霧機(FNLVシリーズ）
2023年には産地からの要望を受け、施設内の循環扇を利用しノズル部をコンパ
クトにしました。これまで設置が難しかった形状の施設に対応出来ます

ファン一体型
（LVHシリーズ）

ノズルの後ろにファンが付いているタイプ
循環扇利用型

(FNLVシリーズ）
施設内の循環扇を利用するタイプ

慣行防除との比較(省力効果)

常温煙霧機のラインナップ

キュウリ施設の防除効果と
所要時間を調査

常温煙霧を導入した場合、総回数は同程度だが作業時間は短くなった
ベト病は慣行防除区と比較して大きさ差は見られず同程度の防除効果とみられる
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